
将将
来来
にに
わわ
たた
りり
ＪＪ
ＲＲ
四四
国国

がが
社社
会会
的的
使使
命命
をを
果果
たた
すす

たた
めめ
にに
もも
「「
人人
財財
のの
確確
保保
・・

定定
着着
」」
はは
不不
可可
欠欠
！！

期期
末末
手手
当当
をを
通通
じじ
たた
人人
にに

対対
すす
るる
投投
資資
をを
求求
めめ
るる
!!!!

Ｊ
Ｒ
四
国
と
の
年
末
手
当

交
渉
は
、
10
月
24
日
に
１
回

目
の
交
渉
を
行
い
、
次
の
と

お
り
要
求
の
主
旨
を
説
明
す

る
と
と
も
に
、
出
席
し
た
交

渉
委
員
よ
り
組
合
員
の
想
い
、

年
末
手
当
の
必
要
性
を
熱
く

訴
え
た
。

《
要
求
主
旨
》

会
社
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
は
、
景
気
の
回
復
基
調
が

継
続
す
る
見
込
み
で
あ
る
も

の
の
、
物
価
高
騰
等
、
依
然

と
し
て
先
行
き
不
透
明
な
状

況
に
あ
る
。
組
合
員
は
目
下
、

要
員
不
足
が
慢
性
化
・
深
刻

化
す
る
厳
し
い
状
況
下
に
お

い
て
も
、
日
夜
各
職
場
に
お

い
て
奮
闘
を
続
け
、
「
安
全

･

安
定
輸
送
」
を
第
一
義
に

業
務
に
励
ん
で
い
る
。
加
え

て
、
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
の

収
入
確
保
に
向
け
、
各
種
営

業
施
策
や
積
極
的
な
経
費
節

減
及
び
業
務
の
効
率
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
特
に
、

「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ

Ｏ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
」
の
好
調
な
営
業

推
移
や
新
松
山
駅
の
高
架
切

り
替
え
工
事
及
び
開
業
は
、

ま
さ
に
組
合
員
の
奮
闘
に
よ

る
成
果
と
い
え
る
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
「
Ｊ
Ｒ

四
国
グ
ル
ー
プ
長
期
経
営
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
３
０
」
等
の
達

成
に
向
け
、
労
使
一
丸
と
な
っ

て
各
種
施
策
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
労
働
組
合
の
立
場

か
ら
も
「
ユ
ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
３
」
を
提
起
し
、

組
合
員
に
と
っ
て
明
る
い
将

来
展
望
を
切
り
拓
く
べ
く
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
将

来
に
わ
た
っ
て
Ｊ
Ｒ
四
国
が

社
会
的
使
命
を
果
た
し
続
け

る
た
め
、
事
業
継
続
に
不
可

欠
で
あ
る
人
財
の
確
保
と
定

着
化
を
如
何
に
し
て
図
る
か

が
最
大
の
経
営
課
題
。
期
末

手
当
を
通
じ
た
「
人
」
に
対

す
る
投
資
を
行
い
、
組
合
員

が
生
き
生
き
と
働
き
続
け
る

こ
と
の
で
き
る
環
境
に
あ
る

と
示
す
こ
と
が
極
め
て
重
要

で
あ
り
、
誠
意
あ
る
回
答
を

強
く
求
め
る
。

《
１
回
目
交
渉
》

交
渉
委
員
よ
り
組
合
員
の

想
い
を
熱
く
訴
え
た
。

◆
要
員
状
況
が
深
刻
化
す
る

中
に
お
い
て
も
、
超
勤
や
休

日
出
勤
等
、
相
互
に
助
け
合

い
な
が
ら
日
々
の
安
全
・
安

定
輸
送
を
支
え
て
き
た
。
直

近
で
は
、
多
客
期
・
大
雨
等

へ
の
対
応
、
新
松
山
駅
の
開

業
に
対
し
て
も
、
エ
キ
ス
パ
ー

ト
、
契
約
社
員
と
と
も
に
一

丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え
た
。

賃
金
は
最
大
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
捉
え
、
準
組
合
員
の
一

時
金
や
エ
キ
ス
パ
ー
ト
組
合

員
の
係
数
撤
廃
を
含
め
会
社

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
し
っ
か
り

と
伝
わ
る
回
答
を
期
待
す
る
。

◆
今
春
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
、

今
秋
の
労
働
協
約
改
訂
交
渉

を
は
じ
め
、
こ
の
間
の
経
営

回
復
と
併
せ
、
連
続
性
を
も
っ

た
諸
労
働
条
件
の
改
善
が
な

さ
れ
た
結
果
、
組
合
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
高
ま
り
を

み
せ
て
い
る
。
一
方
で
、
依

然
続
く
物
価
高
騰
が
組
合
員

の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
財

の
確
保
・
定
着
を
図
る
た
め

に
は
ボ
ー
ナ
ス
で
も
持
続
的

に
応
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

◆
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
鉄
道
運

輸
収
入
を
見
込
む
こ
と
は
容

易
で
は
な
い
が
、
非
鉄
道
事

業
で
も
成
果
は
出
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
で
働
く
者
に
ふ
さ
わ
し

い
水
準
を
求
め
る
。

◆
組
合
員
数
は
明
ら
か
に
減

少
し
、
１
人
あ
た
り
の
貢
献

度
が
増
加
し
て
い
る
。
加
え

て
、
四
国
外
の
企
業
と
も
労

働
条
件
等
比
較
さ
れ
や
す
い

な
か
、
世
間
で
も
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
が
広
が
り
、
ボ
ー
ナ
ス
を

含
む
賃
金
水
準
が
高
ま
っ
て

い
る
た
め
、
離
職
防
止
、
採

用
競
争
力
確
保
の
観
点
か
ら

も
賞
与
水
準
の
改
善
が
不
可

欠
。

（
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
ニ
ュ
ー
ス
№
11
を
参
照
）

要要
員員
不不
足足
のの
中中
、、
懸懸
命命

にに
安安
全全
・・
安安
心心
輸輸
送送
をを
継継

続続
しし
てて
きき
たた
組組
合合
員員
のの
強強

いい
期期
待待
感感
をを
訴訴
ええ
るる
!!!!

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

と
の
年
末
賞
与
交
渉
は
、
11

月
６
日
に
１
回
目
の
交
渉
を

行
い
、
要
求
の
主
旨
説
明
及

び
会
社
と
議
論
を
行
っ
た
。

《《
要要
求求
主主
旨旨
》》

昨
年
度
完
全
黒
字
を
果
た

し
た
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
が

収
束
し
て
い
く
中
で
着
実
に

経
営
を
回
復
さ
せ
て
き
た
。

一
方
で
、
燃
油
価
格
等
物
価

高
騰
に
加
え
、
乗
務
員
不
足

を
理
由
と
し
た
計
画
運
休
を

実
施
せ
ざ
る
を
得
ず
、
「
人

財
の
確
保
・
定
着
」
は
目
下

最
大
の
経
営
課
題
。
コ
ロ
ナ

禍
で
極
め
て
厳
し
い
施
策
を

示
さ
れ
た
が
、
組
合
員
・
家

族
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が

ら
、
苦
境
を
乗
り
越
え
て
き

た
か
ら
こ
そ
、
今
年
度
「
黒

字
基
調
を
確
か
な
も
の
と
す

る
」
事
業
計
画
を
掲
げ
る
こ

と
が
で
き
た
し
、
要
員
不
足

の
中
で
あ
っ
て
も
、
職
場
内

で
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
安

全
・
安
心
輸
送
に
励
ん
で
き

た
。現

状
、
運
輸
収
入
は
事
業

計
画
を
下
回
る
推
移
だ
が
、

運
行
に
係
る
経
費
も
減
少
し

て
お
り
収
支
は
落
ち
込
ん
で

い
な
い
と
想
定
す
る
。
引
き

続
き
、
事
業
計
画
の
達
成
に

向
け
、
安
全
・
安
心
輸
送
を

継
続
し
な
が
ら
取
り
組
む
が
、

事
業
運
営
の
根
幹
で
あ
る
人

財
が
バ
ス
産
業
全
体
か
ら
離

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
状
況
を

懸
念
す
る
。
会
社
が
さ
ま
ざ

ま
な
採
用
活
動
を
強
化
し
て

い
る
が
、
現
実
と
し
て
要
員

需
給
は
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

単
に
バ
ス
業
界
の
他
社
と
比

較
す
る
の
で
は
な
く
、
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
と
し
て
、

人
財
を
確
保
し
、
長
く
働
き

続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
す

る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
。

こ
の
間
の
春
闘
や
夏
季
賞

与
等
の
結
果
は
、
組
合
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ

て
お
り
、
感
謝
の
声
も
多
く

届
い
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
各
職
場
で
は
要
員
不
足

に
よ
っ
て
業
務
負
担
が
増
大

し
疲
弊
し
て
い
る
。
年
末
賞

与
は
生
活
給
と
し
て
の
性
格

も
強
く
、
家
族
を
含
め
た
期

待
感
が
強
い
。
安
全
・
安
心

輸
送
を
支
え
る
組
合
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
・
向
上
、

採
用
競
争
力
強
化
の
観
点
か

ら
も
年
末
賞
与
は
極
め
て
重

要
。
「
人
へ
の
投
資
」
は

「
安
全
投
資
」
「
成
長
投
資
」

で
あ
り
、
会
社
を
信
じ
て
、

と
も
に
苦
境
を
乗
り
越
え
、

奮
闘
し
て
き
た
組
合
員
の
想

い
に
応
え
る
べ
く
、
年
末
賞

与
を
通
じ
た
誠
意
あ
る
回
答

を
強
く
求
め
る
。

《《
１１
回回
目目
交交
渉渉
》》

◆
最
重
要
課
題
で
あ
る
安
全

に
つ
い
て
は
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
て
呼
び
か
け
て
い
る
。

安
全
・
安
心
輸
送
の
継
続
を

背
景
に
経
営
が
回
復
し
て
お

り
、
こ
れ
こ
そ
組
合
員
の
努

力
の
賜
物
。
頑
張
っ
て
良
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
、
会
社
は

誠
意
を
も
っ
て
応
え
る
べ
き
。

◆
収
入
を
増
や
す
必
要
が
あ

る
中
、
要
員
不
足
に
よ
り
、

運
休
し
て
い
る
状
況
に
あ
る

が
、
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
会
社
の
対
応
が
原
因
で

あ
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
。

採
用
が
続
く
一
方
で
、
ベ
テ

ラ
ン
乗
務
員
が
離
職
し
て
お

り
、
と
も
に
長
く
働
く
仲
間

が
会
社
を
去
る
こ
と
に
よ
る

負
の
連
鎖
を
懸
念
す
る
。

◆
組
合
員
の
理
解
の
も
と
、

改
善
基
準
告
示
を
含
め
様
々

な
施
策
に
協
力
し
て
き
た
。

直
近
で
も
休
憩
箇
所
の
変
更

や
、
内
勤
者
の
乗
務
対
応
等

影
響
を
受
け
続
け
て
い
る
。

車
両
更
新
も
必
要
だ
が
、
人

が
い
な
け
れ
ば
、
運
行
は
で

き
ず
、
「
人
へ
の
投
資
」
を

強
く
求
め
る
。

◆
要
求
月
数
を
決
め
る
に
あ

た
り
「
少
な
い
人
員
で
運
行

を
維
持
し
て
き
た
」
と
い
う

自
負
か
ら
、
強
い
期
待
感
が

あ
る
こ
と
を
重
視
し
た
。
未

だ
に
生
活
に
苦
し
ん
で
い
る

状
況
か
ら
も
、
儲
け
た
と
き

に
は
組
合
員
に
還
元
す
べ
き
。

◆
経
営
が
安
定
し
、
家
族
を

含
め
て
安
心
し
て
働
け
る
状

況
に
な
っ
た
。
今
後
さ
ら
に

働
く
者
の
満
足
度
を
上
げ
る

べ
く
、
今
回
の
賞
与
は
極
め

て
重
要
。
将
来
に
向
け
た
投

資
と
捉
え
、
明
る
い
話
題
を

提
供
で
き
る
よ
う
、
要
求
に

応
え
る
べ
き
。

（
詳
し
く
は
、
自
動
車
ニ
ュ
ー

ス
№
３
、
４
を
参
照
）

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
10
月
11
日
に
申
第
７
号
か

ら
第
11
号
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
四
国
・ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四

国
バ
ス
に
対
し
年
末
手
当
・年
末
賞
与
の
申
し
入

れ
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
第
１
回
目
の
団
体
交
渉
を

開
催
し
た
。

経
営
状
況
は
回
復
基
調
に
あ
る
も
の
の
、
燃
油

価
格
の
高
騰
を
は
じ
め
と
す
る
物
価
上
昇
に
加
え
、

要
員
不
足
の
慢
性
化
が
続
き
運
行
体
制
に
影
響

を
与
え
る
な
ど
、
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
間
、
組
合
員
は
、
公
共
交
通
機
関
の
担
い
手

と
し
て
安
全
・安
定
輸
送
を
第
一
義
に
業
務
に
奮

闘
す
る
と
と
も
に
、
各
種
営
業
施
策
に
も
高
い
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
取
り
組
み
続
け
て
き
た
。
引
き
続

き
、
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
が
社
会
的
使
命
を
果
た

し
続
け
る
た
め
に
は
、
組
合
員
が
生
き
生
き
と
働

き
続
け
ら
れ
る
環
境
整
備
、
す
な
わ
ち
「人
財
へ
の

投
資
」が
不
可
欠
で
あ
り
、
生
活
給
と
し
て
必
須

で
あ
る
年
末
手
当
・
賞
与
の
確
保
に
向
け
て
、
会

社
に
対
し
誠
意
あ
る
回
答
を
強
く
求
め
た
。

要求内容（要旨）
【ＪＲ四国 】

◆申第７号「２０２４年度年末手当の要求について」
◯要求額 基準内賃金の２.３ヵ月分

◆申第８号「２０２４年度準組合員
（エキスパート社員）の年末一時金の要求について」
◯基礎額 基本賃金及び高年齢調整手当の

合計額に２.７を乗じた額
※基礎額に乗じる係数の撤廃

◆申第９号「２０２４年度準組合員
（契約社員）の年末一時金の要求について」

◯パートナー社員(月給・日給適用者)の要求額

・パートナー社員(月給・日給適用者)のうち、

基準額該当者で契約更新が
３回以上ある者は5,000円加算

☆支払日は全て２０２４年１２月６日(金)

Ｊ
Ｒ
四
国

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

四
国
バ
ス

要求内容（要旨）
【ジェイアール四国バス 】

◆申第10号「２０２４年度年末賞与の要求について」
◯要求額 基本給額の２.６ヵ月分

◆申第11号「２０２４年度準組合員（契約社員）
の年末賞与の要求について」

（1） パートナー社員（定年退職再雇用者）
基準額 契約基本賃金の２．６ヵ月分

（2） パートナー社員（月給・日給適用者）

（3） サポーター社員（時給適用者）

☆パートナー社員・サポーター社員について、
基準額該当者で契約更新が
３回以上ある者は5,000円加算

☆支払日は全て２０２４年１２月６日(金)

年末手当・年末賞与
交渉スタート！

調査期間内
勤務日数

四国
地区

大阪
地区

列車
乗務員

アテン
ダント

65日以上
120日未満

90,000円 113,000円 101,000円 101,000円

120日以上 180,000円 226,000円 202,000円 202,000円

調査期間内の労働時間 支給額
240時間以上350時間未満 90,000円
350時間以上450時間未満 135,000円
450時間以上550時間未満 202,000円
550時間以上650時間未満 219,000円
650時間以上750時間未満 236,000円
750時間以上850時間未満 255,000円
850時間以上950時間未満 275,000円
950時間以上 294,000円

調査期間内の
勤務日数

運転係 構内運転係 営業係等

65日以上
120日未満

196,000円 185,000円 175,000円

120日以上 392,000円 370,000円 350,000円

大谷　 清
和田 庄平四国労組運動をチェック！
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545No.5
1511



10
月
25
日(

金)

、
Ｊ
Ｒ
連

合
に
て
、
第
18
回
女
性
役

員
意
見
交
換
会
が
開
催
さ

れ
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら

参
加
し
た
玉
井
愛
媛
支
部

副
執
行
委
員
長
、
吉
田
香

川
支
部
書
記
次
長
の
２
名

を
含
む
全
国
の
Ｊ
Ｒ
で
働

く
女
性
組
合
員
10
名
が
一

堂
に
会
し
た
。

交
換
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
連

合
よ
り
「
第
４
次
男
女
平

等
参
画
目
標
」
に
つ
い
て

説
明
が
な
さ
れ
た
後
、
目

標
達
成
に
向
け
た
意
見
交

換
を
実
施
。
女
性
役
員
の

定
着
に
向
け
て
「
非
専
従

役
員
が
仕
事
と
組
合
活
動

の
両
立
を
で
き
る
よ
う
な

活
動
や
役
員
・
担
務
の
あ

り
方
が
重
要
」
「
女
性
役

員
だ
け
で
な
く
男
性
役
員

が
現
状
を
理
解
し
、
女
性

の
後
輩
を
育
て
上
げ
る
覚

悟
を
持
ち
徹
底
す
る
こ
と

が
大
事
」
等
の
意
見
が
交

わ
さ
れ
た
。

終
了
後
、
よ
み
う
り
ホ
ー

ル
に
場
所
を
移
し
、
「
２

０
２
４
連
合
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
推
進
中
央
集
会
」
に

参
加
。
冒
頭
、
連
合
よ
り

ま
も
な
く
ス
タ
ー
ト
を
切

る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推

進
計
画
・
フ
ェ
ー
ズ
２
」

に
つ
い
て
の
目
的
等
が
共

有
さ
れ
た
後
、
東
京
大
学
・

瀬
地
山
教
授
に
よ
る
基
調

講
演
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

で
持
続
可
能
な
社
会
を
」

を
受
講
し
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
に
お
い

て
も
、
引
き
続
き
男
女
が

と
も
に
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
目
指
し
、
男
女

平
等
参
画
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
。

本
部
は
、
10
月
18
日

(

金)

、
ホ
テ
ル
ア
ネ
シ

ス
瀬
戸
大
橋
に
お
い
て

入
社
５
年
以
内
の
組
合

員
を
対
象
と
す
る
「
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

を
開
催
し
、
四
国
各
地

よ
り
44
名
の
組
合
員
が

参
集
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
を
代

表
し
、
武
智
副
委
員
長

が
挨
拶
。
「
加
入
対
応

以
降
、
組
合
と
の
関
わ

り
は
人
そ
れ
ぞ
れ
か
も

し
れ
な
い
が
、
こ
の
機

会
を
通
じ
て
、
仲
間
と

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る

と
と
も
に
、
学
習
を
通

じ
て
組
合
員
と
し
て
の

基
礎
知
識
を
身
に
つ
け

よ
う
」
と
目
的
を
共
有

し
た
。

続
い
て
、
本
部
青
年

女
性
会
議
が
主
催
す
る

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
と
し

て
「
他
己
紹
介
」
を
実

施
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
っ
た
相
手
の
こ
と
を

紹
介
を
す
る
こ
と
で
、

出
身
地
や
入
社
年
度
、

趣
味
な
ど
か
ら
共
通
の

話
題
が
見
つ
か
り
、
講

義
に
先
立
ち
相
互
理
解

を
深
め
た
。

講
義
は
中
野
副
執
行

委
員
長
よ
り
「
労
働
組

合
の
基
本
」
と
し
て
四

国
労
組
の
現
状
や
組
合

員
と
し
て
の
基
本
知
識

を
、
武
智
副
執
行
委
員

長
よ
り
「
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
の
取
り
組
み
」
と
し

て
安
全
・
安
定
・
安
心

輸
送
の
確
保
に
向
け
た

取
組
み
や
労
働
環
境
改

善
に
関
す
る
取
り
組
み

を
、
そ
れ
ぞ
れ
丁
寧
に

説
明
し
た
。

そ
の
後
、
労
働
組
合

と
し
て
の
役
割
の
一
つ

「
支
え
合
い
」
の
取
組

と
し
て
、
中
野
副
執
行

委
員
長
か
ら
「
労
働
組

合
と
共
済
の
関
わ
り
」

に
つ
い
て
、
ま
た
四
国

労
働
金
庫
よ
り
、
貯
蓄
・

ロ
ー
ン
の
取
扱
い
や
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
に
つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
。
参
加
者
は

労
働
組
合
の
存
在
意
義

や
活
動
内
容
に
つ
い
て

基
礎
知
識
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

閉
講
後
に
は
、
交
流

会
な
ら
び
に
本
部
青
年

女
性
会
議
主
催
「
ク
イ

ズ
大
会
」
を
開
催
。
講

義
で
学
ん
だ
内
容
や
、

Ｊ
Ｒ
四
国
、
四
国
四
県

に
関
す
る
出
題
な
ど
に

対
し
、
職
場
や
系
統
を

超
え
た
チ
ー
ム
で
力
を

合
わ
せ
つ
つ
挑
戦
し
、

交
流
を
深
め
た
。

本
ス
ク
ー
ル
を
通
じ
、

久
々
に
接
点
を
持
て
た

仲
間
や
、
様
々
な
職
場

の
組
合
員
と
改
め
て
親

睦
を
図
る
こ
と
が
で
き
、

有
意
義
な
ユ
ニ
オ
ン
ス

ク
ー
ル
と
な
っ
た
。

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

開
催
！

アイスブレイクの様子

本
部
主
催
第
34
回
ゴ
ル
フ

大
会
は
、
10
月
23
日(

水)

、

「
高
知
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
」
（
高
知
県
南
国

市
）
に
お
い
て
、
四
国
各
地

か
ら
集
ま
っ
た
ゴ
ル
フ
好
き

の
組
合
員
54
名
参
加
の
も
と
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

集
合
時
点
で
は
、
大
粒
の

雨
が
降
り
注
い
で
い
た
も
の

の
、
参
加
者
の
日
頃
の
行
い

の
良
さ
か
、
プ
レ
ー
開
始
時

に
は
ほ
ぼ
雨
が
止
み
、
全
員

が
怪
我
な
く
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
。

表
彰
式
で
は
、
互
い
の
プ

レ
ー
な
ど
、
ゴ
ル
フ
談
義
に

花
が
咲
き
、
サ
ー
ク
ル
活
動

を
通
じ
た
親
睦
と
団
結
の
素

晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
た
大

会
と
な
っ
た
。

成
績
は
以
下
の
と
お
り
。

優優
勝勝藤

本

秀

典

さ
ん

（
松
山
自
動
車
分
会
）

グ
ロ
ス
91

ネ
ッ
ト
70
・
６

準準
優優
勝勝

田
内

亘
さ
ん

（
高
知
管
理
駅
分
会
）

グ
ロ
ス
107

ネ
ッ
ト
71

３３

位位

竹
田

治
さ
ん

（
松
山
運
転
所
分
会
）

グ
ロ
ス
94

ネ
ッ
ト
71
・
２

ベベ
スス
トト
ググ
ロロ
スス

泉

侑
志
さ
ん

（
徳
島
運
転
所
分
会
）

グ
ロ
ス
81

ネ
ッ
ト
73
・
８

※
順
位
は
ネ
ッ
ト
順
。

本
部
は
、
10
月
５
日(

土)

10
時
40
分
よ
り
、
本
部
１
階

会
議
室
を
拠
点
と
し
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
形
式
に
て
第
４
回
本
部
執

行
委
員
会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

［
団
交
］

・
総
合
労
働
協
約
改
訂
等

（
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

［
業
務
］

・
鉄
道
車
両
に
お
け
る
輪
軸

の
緊
急
点
検
結
果
つ
い
て

の
付
議

・
自
動
車
業
務
委
員
会

［
支
部
大
会
］

・
香
川

［
青
女
］

・
支
部
青
女
定
期
委
員
会

（
本
社
、
高
知
、
徳
島
）

［
調
査
］

・
Ｊ
Ｒ
連
合
第
31
回
賃
金

実
態
調
査
の
回
収
結
果
に

つ
い
て

［
Ｊ
Ｒ
連
合
］

・
青
年
女
性
委
員
会
定
期
総
会

・
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
拡

大
幹
事
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
第
13
回
安
全
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

【
議
事
】

①
衆
議
院
議
員
選
挙
及
び
西

条
市
長
選
挙
の
推
薦
候
補

者
つ
い
て

②
総
合
労
働
協
約
改
訂
の
妥

結
承
認
に
つ
い
て

③
２
０
２
４
年
度
「
準
組
合

員
（
再
雇
用
契
約
社
員
・

契
約
社
員
）
賃
金
引
き
上

げ
」
の
妥
結
承
認
に
つ
い
て

④
２
０
２
４
年
度
年
末
手
当
・

賞
与
要
求
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て

⑤
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
係
労
働
者
に

お
け
る
賃
金
・
労
働
条
件

実
態
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

⑥
「
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
労

組
連
合
会
第
30
回
定
期
大

会
」
の
開
催
に
つ
い
て

⑦
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑧
そ
の
他

藤藤
本本

秀秀
典典
ささ
んん

((
松松
山山
自自
動動
車車
分分
会会))

優優
勝勝
!!!!

幅広い世代の組合員が高知県南国市に集結！

10
月
27
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
第
50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
い
て
、
ご

支
援
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
組
合
員
や
家
族
の
皆
さ
ま
に
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
推
薦
候
補
者
の
必
勝
に
向
け
て
献
身
的
に
奮
闘
さ
れ
た
す
べ
て
の
関
係
者
に

対
し
て
も
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
・
グ
ル
ー
プ
労
組
は
、
推
薦
候
補
者
の
全
員
当
選
に
向
け
た
取

り
組
み
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
最
重
点
候
補
の
小
川
淳
也
氏
、
重

点
候
補
の
玉
木
雄
一
郎
氏
、
白
石
洋
一
氏
及
び
推
薦
候
補
の
石
井
智
恵
氏
、
高
橋

永
氏
が
当
選
。
し
か
し
、
重
点
候
補
で
あ
る
武
内
則
男
氏
な
ど
、
３
名
の
推
薦
候

補
者
に
つ
い
て
は
健
闘
し
な
が
ら
も
当
選
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

今
回
の
選
挙
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
と
と
も
に
、
政
治
活
動
の
意
義
や
参

画
意
識
を
浸
透
・
醸
成
す
べ
く
組
織
内
で
議
論
を
深
め
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
が
抱
え
る
政
策
課
題
、
組
織
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

◎◎

玉玉
木木

雄雄
一一
郎郎

当当
選選

（
国
民
民
主
党
・
香
川
２
区
）

※※
重重
点点
候候
補補

【
香
川
県
協
推
薦
候
補
者
】

◎◎

小小
川川

淳淳
也也

当当
選選

（
立
憲
民
主
党
・
香
川
１
区
）

※※
最最
重重
点点
候候
補補

【
愛
媛
県
協
推
薦
候
補
者
】

◎◎

石石
井井

智智
恵恵

比比
例例
当当
選選

（
国
民
民
主
党
・
愛
媛
１
区
）

飯
泉

嘉
門

次
点

（
無

所

属
・
徳
島
２
区
）

【
高
知
県
協
推
薦
候
補
者
】

武
内

則
男

次
点

（
立
憲
民
主
党
・
高
知
１
区
）

【

徳
島
県
協
推
薦
候
補
者
】

◎◎

高高
橋橋

永永

比比
例例
当当
選選

（
立
憲
民
主
党
・
徳
島
１
区
）

【
愛
媛
県
協
推
薦
候
補
者
】

越
智

清
純

次
点

（
立
憲
民
主
党
・
愛
媛
３
区
）

◎◎

白白
石石

洋洋
一一

当当
選選

（
立
憲
民
主
党
・
愛
媛
２
区)

※※
重重
点点
候候
補補

第
４
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

Ｚｏｏｍによる
ＷＥＢ形式での開催

<<

第
50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙>>

組
織
の
総
力
を
結
集
し
５
名
を
国
政
へ

ＪＪ
ＲＲ
連連
合合
「「
第第
1188
回回
女女
性性
役役
員員
意意
見見
交交
換換
会会
」」

連連
合合
「「
２２
００
２２
４４
連連
合合
ジジ
ェェ
ンン
ダダ
ーー

平平
等等
推推
進進
中中
央央
集集
会会
」」

【
お
知
ら
せ
】

「
家
庭
用
常
備
薬
の
斡
旋
」

に
つ
い
て
は
、
取
り
扱
い

業
者
か
ら
の
申
出
に
よ
り

当
面
取
り
扱
い
を
中
止
し

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

10
月
25
日(

金)

、
Ｊ
Ｒ
連

合
に
て
、
第
18
回
女
性
役

員
意
見
交
換
会
が
開
催
さ

れ
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら

参
加
し
た
玉
井
愛
媛
支
部

副
執
行
委
員
長
、
吉
田
香

川
支
部
書
記
次
長
の
２
名

を
含
む
全
国
の
Ｊ
Ｒ
で
働

く
女
性
組
合
員
10
名
が
一

堂
に
会
し
た
。

交
換
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
連

合
よ
り
「
第
４
次
男
女
平

等
参
画
目
標
」
に
つ
い
て

説
明
が
な
さ
れ
た
後
、
目

標
達
成
に
向
け
た
意
見
交

換
を
実
施
。
女
性
役
員
の

定
着
に
向
け
て
「
非
専
従

役
員
が
仕
事
と
組
合
活
動

の
両
立
を
で
き
る
よ
う
な

活
動
や
役
員
・
担
務
の
あ

り
方
が
重
要
」
「
女
性
役

員
だ
け
で
な
く
男
性
役
員

が
現
状
を
理
解
し
、
女
性

の
後
輩
を
育
て
上
げ
る
覚

悟
を
持
ち
徹
底
す
る
こ
と

が
大
事
」
等
の
意
見
が
交

わ
さ
れ
た
。

終
了
後
、
よ
み
う
り
ホ
ー

ル
に
場
所
を
移
し
、
「
２

０
２
４
連
合
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
推
進
中
央
集
会
」
に

参
加
。
冒
頭
、
連
合
よ
り

ま
も
な
く
ス
タ
ー
ト
を
切

る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推

進
計
画
・
フ
ェ
ー
ズ
２
」

に
つ
い
て
の
目
的
等
が
共

有
さ
れ
た
後
、
東
京
大
学
・

瀬
地
山
教
授
に
よ
る
基
調

講
演
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

で
持
続
可
能
な
社
会
を
」

を
受
講
し
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
に
お
い

て
も
、
引
き
続
き
男
女
が

と
も
に
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
目
指
し
、
男
女

平
等
参
画
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
。

本
部
は
、
10
月
18
日

(

金)

、
ホ
テ
ル
ア
ネ
シ

ス
瀬
戸
大
橋
に
お
い
て

入
社
５
年
以
内
の
組
合

員
を
対
象
と
す
る
「
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

を
開
催
し
、
四
国
各
地

よ
り
44
名
の
組
合
員
が

参
集
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
を
代

表
し
、
武
智
副
委
員
長

が
挨
拶
。
「
加
入
対
応

以
降
、
組
合
と
の
関
わ

り
は
人
そ
れ
ぞ
れ
か
も

し
れ
な
い
が
、
こ
の
機

会
を
通
じ
て
、
仲
間
と

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る

と
と
も
に
、
学
習
を
通

じ
て
組
合
員
と
し
て
の

基
礎
知
識
を
身
に
つ
け

よ
う
」
と
目
的
を
共
有

し
た
。

続
い
て
、
本
部
青
年

女
性
会
議
が
主
催
す
る

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
と
し

て
「
他
己
紹
介
」
を
実

施
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
っ
た
相
手
の
こ
と
を

紹
介
を
す
る
こ
と
で
、

出
身
地
や
入
社
年
度
、

趣
味
な
ど
か
ら
共
通
の

話
題
が
見
つ
か
り
、
講

義
に
先
立
ち
相
互
理
解

を
深
め
た
。

講
義
は
中
野
副
執
行

委
員
長
よ
り
「
労
働
組

合
の
基
本
」
と
し
て
四

国
労
組
の
現
状
や
組
合

員
と
し
て
の
基
本
知
識

を
、
武
智
副
執
行
委
員

長
よ

り
「
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
の
取
り
組
み
」
と
し

て
安
全
・
安
定
・
安
心

輸
送
の
確
保
に
向
け
た

取
組
み
や
労
働
環
境
改

善
に
関
す
る
取
り
組
み

を
、
そ
れ
ぞ
れ
丁
寧
に

説
明
し
た
。

そ
の
後
、
労
働
組
合

と
し
て
の
役
割
の
一
つ

「
支
え
合
い
」
の
取
組

と
し
て
、
中
野
副
執
行

委
員
長
か
ら
「
労
働
組

合
と
共
済
の
関
わ
り
」

に
つ
い
て
、
ま
た
四
国

労
働
金
庫
よ
り
、
貯
蓄
・

ロ
ー
ン
の
取
扱
い
や
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
に
つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
。
参
加
者
は

労
働
組
合
の
存
在
意
義

や
活
動
内
容
に
つ
い
て

基
礎
知
識
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

閉
講
後
に
は
、
交
流

会
な
ら
び
に
本
部
青
年

女
性
会
議
主
催
「
ク
イ

ズ
大
会
」
を
開
催
。
講

義
で
学
ん
だ
内
容
や
、

Ｊ
Ｒ
四
国
、
四
国
四
県

に
関
す
る
出
題
な
ど
に

対
し
、
職
場
や
系
統
を

超
え
た
チ
ー
ム
で
力
を

合
わ
せ
つ
つ
挑
戦
し
、

交
流
を
深
め
た
。

本
ス
ク
ー
ル
を
通
じ
、

久
々
に
接
点
を
持
て
た

仲
間
や
、
様
々
な
職
場

の
組
合
員
と
改
め
て
親

睦
を
図
る
こ
と
が
で
き
、

有
意
義
な
ユ
ニ
オ
ン
ス

ク
ー
ル
と
な
っ
た
。

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

開
催
！

アイスブレイクの様子

本
部
主
催
第
34
回
ゴ
ル
フ

大
会
は
、
10
月
23
日(

水)

、

「
高
知
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
」
（
高
知
県
南
国

市
）
に
お
い
て
、
四
国
各
地

か
ら
集
ま
っ
た
ゴ
ル
フ
好
き

の
組
合
員
54
名
参
加
の
も
と
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

集
合
時
点
で
は
、
大
粒
の

雨
が
降
り
注
い
で
い
た
も
の

の
、
参
加
者
の
日
頃
の
行
い

の
良
さ
か
、
プ
レ
ー
開
始
時

に
は
ほ
ぼ
雨
が
止
み
、
全
員

が
怪
我
な
く
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
。

表
彰
式
で
は
、
互
い
の
プ

レ
ー
な
ど
、
ゴ
ル
フ
談
義
に

花
が
咲
き
、
サ
ー
ク
ル
活
動

を
通
じ
た
親
睦
と
団
結
の
素

晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
た
大

会
と
な
っ
た
。

成
績
は
以
下
の
と
お
り
。

優優
勝勝藤

本

秀

典

さ
ん

（
松
山
自
動
車
分
会
）

グ
ロ
ス
91

ネ
ッ
ト
70
・
６

準準
優優
勝勝

田
内

亘
さ
ん

（
高
知
管
理
駅
分
会
）

グ
ロ
ス
107

ネ
ッ
ト
71

３３

位位

竹
田

治
さ
ん

（
松
山
運
転
所
分
会
）

グ
ロ
ス
94

ネ
ッ
ト
71
・
２

ベベ
スス
トト
ググ
ロロ
スス

泉

侑
志
さ
ん

（
徳
島
運
転
所
分
会
）

グ
ロ
ス
81

ネ
ッ
ト
73
・
８

※
順
位
は
ネ
ッ
ト
順
。

本
部
は
、
10
月
５
日(

土)

10
時
40
分
よ
り
、
本
部
１
階

会
議
室
を
拠
点
と
し
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
形
式
に
て
第
４
回
本
部
執

行
委
員
会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

［
団
交
］

・
総
合
労
働
協
約
改
訂
等

（
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

［
業
務
］

・
鉄
道
車
両
に
お
け
る
輪
軸

の
緊
急
点
検
結
果
つ
い
て

の
付
議

・
自
動
車
業
務
委
員
会

［
支
部
大
会
］

・
香
川

［
青
女
］

・
支
部
青
女
定
期
委
員
会

（
本
社
、
高
知
、
徳
島
）

［
調
査
］

・
Ｊ
Ｒ
連
合
第
31
回
賃
金

実
態
調
査
の
回
収
結
果
に

つ
い
て

［
Ｊ
Ｒ
連
合
］

・
青
年
女
性
委
員
会
定
期
総
会

・
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
拡

大
幹
事
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
第
13
回
安
全
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

【
議
事
】

①
衆
議
院
議
員
選
挙
及
び
西

条
市
長
選
挙
の
推
薦
候
補

者
つ
い
て

②
総
合
労
働
協
約
改
訂
の
妥

結
承
認
に
つ
い
て

③
２
０
２
４
年
度
「
準
組
合

員
（
再
雇
用
契
約
社
員
・

契
約
社
員
）
賃
金
引
き
上

げ
」
の
妥
結
承
認
に
つ
い
て

④
２
０
２
４
年
度
年
末
手
当
・

賞
与
要
求
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て

⑤
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
係
労
働
者
に

お
け
る
賃
金
・
労
働
条
件

実
態
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

⑥
「
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
労

組
連
合
会
第
30
回
定
期
大

会
」
の
開
催
に
つ
い
て

⑦
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑧
そ
の
他

藤藤
本本

秀秀
典典
ささ
んん

((
松松
山山
自自
動動
車車
分分
会会))

優優
勝勝
!!!!

幅広い世代の組合員が高知県南国市に集結！

10
月
27
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
第
50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
い
て
、
ご

支
援
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
組
合
員
や
家
族
の
皆
さ
ま
に
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
推
薦
候
補
者
の
必
勝
に
向
け
て
献
身
的
に
奮
闘
さ
れ
た
す
べ
て
の
関
係
者
に

対
し
て
も
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
・
グ
ル
ー
プ
労
組
は
、
推
薦
候
補
者
の
全
員
当
選
に
向
け
た
取

り
組
み
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
最
重
点
候
補
の
小
川
淳
也
氏
、
重

点
候
補
の
玉
木
雄
一
郎
氏
、
白
石
洋
一
氏
及
び
推
薦
候
補
の
石
井
智
恵
氏
、
高
橋

永
氏
が
当
選
。
し
か
し
、
重
点
候
補
で
あ
る
武
内
則
男
氏
な
ど
、
３
名
の
推
薦
候

補
者
に
つ
い
て
は
健
闘
し
な
が
ら
も
当
選
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

今
回
の
選
挙
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
と
と
も
に
、
政
治
活
動
の
意
義
や
参

画
意
識
を
浸
透
・
醸
成
す
べ
く
組
織
内
で
議
論
を
深
め
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
が
抱
え
る
政
策
課
題
、
組
織
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

◎◎

玉玉
木木

雄雄
一一
郎郎

当当
選選

（
国
民
民
主
党
・
香
川
２
区
）

※※
重重
点点
候候
補補

【
香
川
県
協
推
薦
候
補
者
】

◎◎

小小
川川

淳淳
也也

当当
選選

（
立
憲
民
主
党
・
香
川
１
区
）

※※
最最
重重
点点
候候
補補

【
愛
媛
県
協
推
薦
候
補
者
】

◎◎

石石
井井

智智
恵恵

比比
例例
当当
選選

（
国
民
民
主
党
・
愛
媛
１
区
）

飯
泉

嘉
門

次
点

（
無

所

属
・
徳
島
２
区
）

【
高
知
県
協
推
薦
候
補
者
】

武
内

則
男

次
点

（
立
憲
民
主
党
・
高
知
１
区
）

【

徳
島
県
協
推
薦
候
補
者
】

◎◎

高高
橋橋

永永

比比
例例
当当
選選

（
立
憲
民
主
党
・
徳
島
１
区
）

【
愛
媛
県
協
推
薦
候
補
者
】

越
智

清
純

次
点

（
立
憲
民
主
党
・
愛
媛
３
区
）

◎◎

白白
石石

洋洋
一一

当当
選選

（
立
憲
民
主
党
・
愛
媛
２
区)

※※
重重
点点
候候
補補

第
４
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

Ｚｏｏｍによる
ＷＥＢ形式での開催

<<

第
50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙>>

組
織
の
総
力
を
結
集
し
５
名
を
国
政
へ

ＪＪ
ＲＲ
連連
合合
「「
第第
1188
回回
女女
性性
役役
員員
意意
見見
交交
換換
会会
」」

連連
合合
「「
２２
００
２２
４４
連連
合合
ジジ
ェェ
ンン
ダダ
ーー

平平
等等
推推
進進
中中
央央
集集
会会
」」

【
お
知
ら
せ
】

「
家
庭
用
常
備
薬
の
斡
旋
」

に
つ
い
て
は
、
取
り
扱
い

業
者
か
ら
の
申
出
に
よ
り

当
面
取
り
扱
い
を
中
止
し

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

10
月
25
日(

金)

、
Ｊ
Ｒ
連

合
に
て
、
第
18
回
女
性
役

員
意
見
交
換
会
が
開
催
さ

れ
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら

参
加
し
た
玉
井
愛
媛
支
部

副
執
行
委
員
長
、
吉
田
香

川
支
部
書
記
次
長
の
２
名

を
含
む
全
国
の
Ｊ
Ｒ
で
働

く
女
性
組
合
員
10
名
が
一

堂
に
会
し
た
。

交
換
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
連

合
よ
り
「
第
４
次
男
女
平

等
参
画
目
標
」
に
つ
い
て

説
明
が
な
さ
れ
た
後
、
目

標
達
成
に
向
け
た
意
見
交

換
を
実
施
。
女
性
役
員
の

定
着
に
向
け
て
「
非
専
従

役
員
が
仕
事
と
組
合
活
動

の
両
立
を
で
き
る
よ
う
な

活
動
や
役
員
・
担
務
の
あ

り
方
が
重
要
」
「
女
性
役

員
だ
け
で
な
く
男
性
役
員

が
現
状
を
理
解
し
、
女
性

の
後
輩
を
育
て
上
げ
る
覚

悟
を
持
ち
徹
底
す
る
こ
と

が
大
事
」
等
の
意
見
が
交

わ
さ
れ
た
。

終
了
後
、
よ
み
う
り
ホ
ー

ル
に
場
所
を
移
し
、
「
２

０
２
４
連
合
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
推
進
中
央
集
会
」
に

参
加
。
冒
頭
、
連
合
よ
り

ま
も
な
く
ス
タ
ー
ト
を
切

る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推

進
計
画
・
フ
ェ
ー
ズ
２
」

に
つ
い
て
の
目
的
等
が
共

有
さ
れ
た
後
、
東
京
大
学
・

瀬
地
山
教
授
に
よ
る
基
調

講
演
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

で
持
続
可
能
な
社
会
を
」

を
受
講
し
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
に
お
い

て
も
、
引
き
続
き
男
女
が

と
も
に
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
目
指
し
、
男
女

平
等
参
画
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
。

本
部
は
、
10
月
18
日

(

金)

、
ホ
テ
ル
ア
ネ
シ

ス
瀬
戸
大
橋
に
お
い
て

入
社
５
年
以
内
の
組
合

員
を
対
象
と
す
る
「
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

を
開
催
し
、
四
国
各
地

よ
り
44
名
の
組
合
員
が

参
集
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
を
代

表
し
、
武
智
副
委
員
長

が
挨
拶
。
「
加
入
対
応

以
降
、
組
合
と
の
関
わ

り
は
人
そ
れ
ぞ
れ
か
も

し
れ
な
い
が
、
こ
の
機

会
を
通
じ
て
、
仲
間
と

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る

と
と
も
に
、
学
習
を
通

じ
て
組
合
員
と
し
て
の

基
礎
知
識
を
身
に
つ
け

よ
う
」
と
目
的
を
共
有

し
た
。

続
い
て
、
本
部
青
年

女
性
会
議
が
主
催
す
る

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
と
し

て
「
他
己
紹
介
」
を
実

施
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
っ
た
相
手
の
こ
と
を

紹
介
を
す
る
こ
と
で
、

出
身
地
や
入
社
年
度
、

趣
味
な
ど
か
ら
共
通
の

話
題
が
見
つ
か
り
、
講

義
に
先
立
ち
相
互
理
解

を
深
め
た
。

講
義
は
中
野
副
執
行

委
員
長
よ
り
「
労
働
組

合
の
基
本
」
と
し
て
四

国
労
組
の
現
状
や
組
合

員
と
し
て
の
基
本
知
識

を
、
武
智
副
執
行
委
員

長
よ

り
「
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
の
取
り
組
み
」
と
し

て
安
全
・
安
定
・
安
心

輸
送
の
確
保
に
向
け
た

取
組
み
や
労
働
環
境
改

善
に
関
す
る
取
り
組
み

を
、
そ
れ
ぞ
れ
丁
寧
に

説
明
し
た
。

そ
の
後
、
労
働
組
合

と
し
て
の
役
割
の
一
つ

「
支
え
合
い
」
の
取
組

と
し
て
、
中
野
副
執
行

委
員
長
か
ら
「
労
働
組

合
と
共
済
の
関
わ
り
」

に
つ
い
て
、
ま
た
四
国

労
働
金
庫
よ
り
、
貯
蓄
・

ロ
ー
ン
の
取
扱
い
や
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
に
つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
。
参
加
者
は

労
働
組
合
の
存
在
意
義

や
活
動
内
容
に
つ
い
て

基
礎
知
識
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

閉
講
後
に
は
、
交
流

会
な
ら
び
に
本
部
青
年

女
性
会
議
主
催
「
ク
イ

ズ
大
会
」
を
開
催
。
講

義
で
学
ん
だ
内
容
や
、

Ｊ
Ｒ
四
国
、
四
国
四
県

に
関
す
る
出
題
な
ど
に

対
し
、
職
場
や
系
統
を

超
え
た
チ
ー
ム
で
力
を

合
わ
せ
つ
つ
挑
戦
し
、

交
流
を
深
め
た
。

本
ス
ク
ー
ル
を
通
じ
、

久
々
に
接
点
を
持
て
た

仲
間
や
、
様
々
な
職
場

の
組
合
員
と
改
め
て
親

睦
を
図
る
こ
と
が
で
き
、

有
意
義
な
ユ
ニ
オ
ン
ス

ク
ー
ル
と
な
っ
た
。

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

開
催
！

アイスブレイクの様子

本
部
主
催
第
34
回
ゴ
ル
フ

大
会
は
、
10
月
23
日(

水)

、

「
高
知
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
」
（
高
知
県
南
国

市
）
に
お
い
て
、
四
国
各
地

か
ら
集
ま
っ
た
ゴ
ル
フ
好
き

の
組
合
員
54
名
参
加
の
も
と
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

集
合
時
点
で
は
、
大
粒
の

雨
が
降
り
注
い
で
い
た
も
の

の
、
参
加
者
の
日
頃
の
行
い

の
良
さ
か
、
プ
レ
ー
開
始
時

に
は
ほ
ぼ
雨
が
止
み
、
全
員

が
怪
我
な
く
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
。

表
彰
式
で
は
、
互
い
の
プ

レ
ー
な
ど
、
ゴ
ル
フ
談
義
に

花
が
咲
き
、
サ
ー
ク
ル
活
動

を
通
じ
た
親
睦
と
団
結
の
素

晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
た
大

会
と
な
っ
た
。

成
績
は
以
下
の
と
お
り
。

優優
勝勝藤

本

秀

典

さ
ん

（
松
山
自
動
車
分
会
）

グ
ロ
ス
91

ネ
ッ
ト
70
・
６

準準
優優
勝勝

田
内

亘
さ
ん

（
高
知
管
理
駅
分
会
）

グ
ロ
ス
107

ネ
ッ
ト
71

３３

位位

竹
田

治
さ
ん

（
松
山
運
転
所
分
会
）

グ
ロ
ス
94

ネ
ッ
ト
71
・
２

ベベ
スス
トト
ググ
ロロ
スス

泉

侑
志
さ
ん

（
徳
島
運
転
所
分
会
）

グ
ロ
ス
81

ネ
ッ
ト
73
・
８

※
順
位
は
ネ
ッ
ト
順
。

本
部
は
、
10
月
５
日(

土)

10
時
40
分
よ
り
、
本
部
１
階

会
議
室
を
拠
点
と
し
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
形
式
に
て
第
４
回
本
部
執

行
委
員
会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

［
団
交
］

・
総
合
労
働
協
約
改
訂
等

（
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

［
業
務
］

・
鉄
道
車
両
に
お
け
る
輪
軸

の
緊
急
点
検
結
果
つ
い
て

の
付
議

・
自
動
車
業
務
委
員
会

［
支
部
大
会
］

・
香
川

［
青
女
］

・
支
部
青
女
定
期
委
員
会

（
本
社
、
高
知
、
徳
島
）

［
調
査
］

・
Ｊ
Ｒ
連
合
第
31
回
賃
金

実
態
調
査
の
回
収
結
果
に

つ
い
て

［
Ｊ
Ｒ
連
合
］

・
青
年
女
性
委
員
会
定
期
総
会

・
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
拡

大
幹
事
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
第
13
回
安
全
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

【
議
事
】

①
衆
議
院
議
員
選
挙
及
び
西

条
市
長
選
挙
の
推
薦
候
補

者
つ
い
て

②
総
合
労
働
協
約
改
訂
の
妥

結
承
認
に
つ
い
て

③
２
０
２
４
年
度
「
準
組
合

員
（
再
雇
用
契
約
社
員
・

契
約
社
員
）
賃
金
引
き
上

げ
」
の
妥
結
承
認
に
つ
い
て

④
２
０
２
４
年
度
年
末
手
当
・

賞
与
要
求
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て

⑤
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
係
労
働
者
に

お
け
る
賃
金
・
労
働
条
件

実
態
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

⑥
「
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
労

組
連
合
会
第
30
回
定
期
大

会
」
の
開
催
に
つ
い
て

⑦
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑧
そ
の
他

藤藤
本本

秀秀
典典
ささ
んん

((
松松
山山
自自
動動
車車
分分
会会))

優優
勝勝
!!!!

幅広い世代の組合員が高知県南国市に集結！

10
月
27
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
第
50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
い
て
、
ご

支
援
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
組
合
員
や
家
族
の
皆
さ
ま
に
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
推
薦
候
補
者
の
必
勝
に
向
け
て
献
身
的
に
奮
闘
さ
れ
た
す
べ
て
の
関
係
者
に

対
し
て
も
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
・
グ
ル
ー
プ
労
組
は
、
推
薦
候
補
者
の
全
員
当
選
に
向
け
た
取

り
組
み
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
最
重
点
候
補
の
小
川
淳
也
氏
、
重

点
候
補
の
玉
木
雄
一
郎
氏
、
白
石
洋
一
氏
及
び
推
薦
候
補
の
石
井
智
恵
氏
、
高
橋

永
氏
が
当
選
。
し
か
し
、
重
点
候
補
で
あ
る
武
内
則
男
氏
な
ど
、
３
名
の
推
薦
候

補
者
に
つ
い
て
は
健
闘
し
な
が
ら
も
当
選
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

今
回
の
選
挙
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
と
と
も
に
、
政
治
活
動
の
意
義
や
参

画
意
識
を
浸
透
・
醸
成
す
べ
く
組
織
内
で
議
論
を
深
め
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
が
抱
え
る
政
策
課
題
、
組
織
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

◎◎

玉玉
木木

雄雄
一一
郎郎

当当
選選

（
国
民
民
主
党
・
香
川
２
区
）

※※
重重
点点
候候
補補

【
香
川
県
協
推
薦
候
補
者
】

◎◎

小小
川川

淳淳
也也

当当
選選

（
立
憲
民
主
党
・
香
川
１
区
）

※※
最最
重重
点点
候候
補補

【
愛
媛
県
協
推
薦
候
補
者
】

◎◎

石石
井井

智智
恵恵

比比
例例
当当
選選

（
国
民
民
主
党
・
愛
媛
１
区
）

飯
泉

嘉
門

次
点

（
無

所

属
・
徳
島
２
区
）

【
高
知
県
協
推
薦
候
補
者
】

武
内

則
男

次
点

（
立
憲
民
主
党
・
高
知
１
区
）

【

徳
島
県
協
推
薦
候
補
者
】

◎◎

高高
橋橋

永永

比比
例例
当当
選選

（
立
憲
民
主
党
・
徳
島
１
区
）

【
愛
媛
県
協
推
薦
候
補
者
】

越
智

清
純

次
点

（
立
憲
民
主
党
・
愛
媛
３
区
）

◎◎

白白
石石

洋洋
一一

当当
選選

（
立
憲
民
主
党
・
愛
媛
２
区)

※※
重重
点点
候候
補補

第
４
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

Ｚｏｏｍによる
ＷＥＢ形式での開催

<<

第
50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙>>

組
織
の
総
力
を
結
集
し
５
名
を
国
政
へ

ＪＪ
ＲＲ
連連
合合
「「
第第
1188
回回
女女
性性
役役
員員
意意
見見
交交
換換
会会
」」

連連
合合
「「
２２
００
２２
４４
連連
合合
ジジ
ェェ
ンン
ダダ
ーー

平平
等等
推推
進進
中中
央央
集集
会会
」」

【
お
知
ら
せ
】

「
家
庭
用
常
備
薬
の
斡
旋
」

に
つ
い
て
は
、
取
り
扱
い

業
者
か
ら
の
申
出
に
よ
り

当
面
取
り
扱
い
を
中
止
し

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

10
月
25
日(

金)

、
Ｊ
Ｒ
連

合
に
て
、
第
18
回
女
性
役

員
意
見
交
換
会
が
開
催
さ

れ
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら

参
加
し
た
玉
井
愛
媛
支
部

副
執
行
委
員
長
、
吉
田
香

川
支
部
書
記
次
長
の
２
名

を
含
む
全
国
の
Ｊ
Ｒ
で
働

く
女
性
組
合
員
10
名
が
一

堂
に
会
し
た
。

交
換
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
連

合
よ
り
「
第
４
次
男
女
平

等
参
画
目
標
」
に
つ
い
て

説
明
が
な
さ
れ
た
後
、
目

標
達
成
に
向
け
た
意
見
交

換
を
実
施
。
女
性
役
員
の

定
着
に
向
け
て
「
非
専
従

役
員
が
仕
事
と
組
合
活
動

の
両
立
を
で
き
る
よ
う
な

活
動
や
役
員
・
担
務
の
あ

り
方
が
重
要
」
「
女
性
役

員
だ
け
で
な
く
男
性
役
員

が
現
状
を
理
解
し
、
女
性

の
後
輩
を
育
て
上
げ
る
覚

悟
を
持
ち
徹
底
す
る
こ
と

が
大
事
」
等
の
意
見
が
交

わ
さ
れ
た
。

終
了
後
、
よ
み
う
り
ホ
ー

ル
に
場
所
を
移
し
、
「
２

０
２
４
連
合
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
推
進
中
央
集
会
」
に

参
加
。
冒
頭
、
連
合
よ
り

ま
も
な
く
ス
タ
ー
ト
を
切

る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推

進
計
画
・
フ
ェ
ー
ズ
２
」

に
つ
い
て
の
目
的
等
が
共

有
さ
れ
た
後
、
東
京
大
学
・

瀬
地
山
教
授
に
よ
る
基
調

講
演
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

で
持
続
可
能
な
社
会
を
」

を
受
講
し
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
に
お
い

て
も
、
引
き
続
き
男
女
が

と
も
に
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
目
指
し
、
男
女

平
等
参
画
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
く
。

本
部
は
、
10
月
18
日

(

金)

、
ホ
テ
ル
ア
ネ
シ

ス
瀬
戸
大
橋
に
お
い
て

入
社
５
年
以
内
の
組
合

員
を
対
象
と
す
る
「
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

を
開
催
し
、
四
国
各
地

よ
り
44
名
の
組
合
員
が

参
集
し
た
。

冒
頭
、
主
催
者
を
代

表
し
、
武
智
副
委
員
長

が
挨
拶
。
「
加
入
対
応

以
降
、
組
合
と
の
関
わ

り
は
人
そ
れ
ぞ
れ
か
も

し
れ
な
い
が
、
こ
の
機

会
を
通
じ
て
、
仲
間
と

の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る

と
と
も
に
、
学
習
を
通

じ
て
組
合
員
と
し
て
の

基
礎
知
識
を
身
に
つ
け

よ
う
」
と
目
的
を
共
有

し
た
。

続
い
て
、
本
部
青
年

女
性
会
議
が
主
催
す
る

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
と
し

て
「
他
己
紹
介
」
を
実

施
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
っ
た
相
手
の
こ
と
を

紹
介
を
す
る
こ
と
で
、

出
身
地
や
入
社
年
度
、

趣
味
な
ど
か
ら
共
通
の

話
題
が
見
つ
か
り
、
講

義
に
先
立
ち
相
互
理
解

を
深
め
た
。

講
義
は
中
野
副
執
行

委
員
長
よ
り
「
労
働
組

合
の
基
本
」
と
し
て
四

国
労
組
の
現
状
や
組
合

員
と
し
て
の
基
本
知
識

を
、
武
智
副
執
行
委
員

長
よ

り
「
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
の
取
り
組
み
」
と
し

て
安
全
・
安
定
・
安
心

輸
送
の
確
保
に
向
け
た

取
組
み
や
労
働
環
境
改

善
に
関
す
る
取
り
組
み

を
、
そ
れ
ぞ
れ
丁
寧
に

説
明
し
た
。

そ
の
後
、
労
働
組
合

と
し
て
の
役
割
の
一
つ

「
支
え
合
い
」
の
取
組

と
し
て
、
中
野
副
執
行

委
員
長
か
ら
「
労
働
組

合
と
共
済
の
関
わ
り
」

に
つ
い
て
、
ま
た
四
国

労
働
金
庫
よ
り
、
貯
蓄
・

ロ
ー
ン
の
取
扱
い
や
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
に
つ
い
て
説
明

を
行
っ
た
。
参
加
者
は

労
働
組
合
の
存
在
意
義

や
活
動
内
容
に
つ
い
て

基
礎
知
識
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

閉
講
後
に
は
、
交
流

会
な
ら
び
に
本
部
青
年

女
性
会
議
主
催
「
ク
イ

ズ
大
会
」
を
開
催
。
講

義
で
学
ん
だ
内
容
や
、

Ｊ
Ｒ
四
国
、
四
国
四
県

に
関
す
る
出
題
な
ど
に

対
し
、
職
場
や
系
統
を

超
え
た
チ
ー
ム
で
力
を

合
わ
せ
つ
つ
挑
戦
し
、

交
流
を
深
め
た
。

本
ス
ク
ー
ル
を
通
じ
、

久
々
に
接
点
を
持
て
た

仲
間
や
、
様
々
な
職
場

の
組
合
員
と
改
め
て
親

睦
を
図
る
こ
と
が
で
き
、

有
意
義
な
ユ
ニ
オ
ン
ス

ク
ー
ル
と
な
っ
た
。

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

開
催
！

アイスブレイクの様子

本
部
主
催
第
34
回
ゴ
ル
フ

大
会
は
、
10
月
23
日(

水)

、

「
高
知
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
」
（
高
知
県
南
国

市
）
に
お
い
て
、
四
国
各
地

か
ら
集
ま
っ
た
ゴ
ル
フ
好
き

の
組
合
員
54
名
参
加
の
も
と
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

集
合
時
点
で
は
、
大
粒
の

雨
が
降
り
注
い
で
い
た
も
の

の
、
参
加
者
の
日
頃
の
行
い

の
良
さ
か
、
プ
レ
ー
開
始
時

に
は
ほ
ぼ
雨
が
止
み
、
全
員

が
怪
我
な
く
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
。

表
彰
式
で
は
、
互
い
の
プ

レ
ー
な
ど
、
ゴ
ル
フ
談
義
に

花
が
咲
き
、
サ
ー
ク
ル
活
動

を
通
じ
た
親
睦
と
団
結
の
素

晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
た
大

会
と
な
っ
た
。

成
績
は
以
下
の
と
お
り
。

優優
勝勝藤

本

秀

典

さ
ん

（
松
山
自
動
車
分
会
）

グ
ロ
ス
91

ネ
ッ
ト
70
・
６

準準
優優
勝勝

田
内

亘
さ
ん

（
高
知
管
理
駅
分
会
）

グ
ロ
ス
107

ネ
ッ
ト
71

３３

位位

竹
田

治
さ
ん

（
松
山
運
転
所
分
会
）

グ
ロ
ス
94

ネ
ッ
ト
71
・
２

ベベ
スス
トト
ググ
ロロ
スス

泉

侑
志
さ
ん

（
徳
島
運
転
所
分
会
）

グ
ロ
ス
81

ネ
ッ
ト
73
・
８

※
順
位
は
ネ
ッ
ト
順
。

本
部
は
、
10
月
５
日(

土)

10
時
40
分
よ
り
、
本
部
１
階

会
議
室
を
拠
点
と
し
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
形
式
に
て
第
４
回
本
部
執

行
委
員
会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

［
団
交
］

・
総
合
労
働
協
約
改
訂
等

（
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

［
業
務
］

・
鉄
道
車
両
に
お
け
る
輪
軸

の
緊
急
点
検
結
果
つ
い
て

の
付
議

・
自
動
車
業
務
委
員
会

［
支
部
大
会
］

・
香
川

［
青
女
］

・
支
部
青
女
定
期
委
員
会

（
本
社
、
高
知
、
徳
島
）

［
調
査
］

・
Ｊ
Ｒ
連
合
第
31
回
賃
金

実
態
調
査
の
回
収
結
果
に

つ
い
て

［
Ｊ
Ｒ
連
合
］

・
青
年
女
性
委
員
会
定
期
総
会

・
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
拡

大
幹
事
会

・
Ｊ
Ｒ
連
合
第
13
回
安
全
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

【
議
事
】

①
衆
議
院
議
員
選
挙
及
び
西

条
市
長
選
挙
の
推
薦
候
補

者
つ
い
て

②
総
合
労
働
協
約
改
訂
の
妥

結
承
認
に
つ
い
て

③
２
０
２
４
年
度
「
準
組
合

員
（
再
雇
用
契
約
社
員
・

契
約
社
員
）
賃
金
引
き
上

げ
」
の
妥
結
承
認
に
つ
い
て

④
２
０
２
４
年
度
年
末
手
当
・

賞
与
要
求
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て

⑤
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
係
労
働
者
に

お
け
る
賃
金
・
労
働
条
件

実
態
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

⑥
「
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
労

組
連
合
会
第
30
回
定
期
大

会
」
の
開
催
に
つ
い
て

⑦
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑧
そ
の
他

藤藤
本本

秀秀
典典
ささ
んん

((
松松
山山
自自
動動
車車
分分
会会))

優優
勝勝
!!!!

幅広い世代の組合員が高知県南国市に集結！

10
月
27
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
第
50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
い
て
、
ご

支
援
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
組
合
員
や
家
族
の
皆
さ
ま
に
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
推
薦
候
補
者
の
必
勝
に
向
け
て
献
身
的
に
奮
闘
さ
れ
た
す
べ
て
の
関
係
者
に

対
し
て
も
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
・
グ
ル
ー
プ
労
組
は
、
推
薦
候
補
者
の
全
員
当
選
に
向
け
た
取

り
組
み
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
最
重
点
候
補
の
小
川
淳
也
氏
、
重

点
候
補
の
玉
木
雄
一
郎
氏
、
白
石
洋
一
氏
及
び
推
薦
候
補
の
石
井
智
恵
氏
、
高
橋

永
氏
が
当
選
。
し
か
し
、
重
点
候
補
で
あ
る
武
内
則
男
氏
な
ど
、
３
名
の
推
薦
候

補
者
に
つ
い
て
は
健
闘
し
な
が
ら
も
当
選
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

今
回
の
選
挙
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
と
と
も
に
、
政
治
活
動
の
意
義
や
参

画
意
識
を
浸
透
・
醸
成
す
べ
く
組
織
内
で
議
論
を
深
め
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
が
抱
え
る
政
策
課
題
、
組
織
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

◎◎

玉玉
木木

雄雄
一一
郎郎

当当
選選

（
国
民
民
主
党
・
香
川
２
区
）

※※
重重
点点
候候
補補

【
香
川
県
協
推
薦
候
補
者
】

◎◎

小小
川川

淳淳
也也

当当
選選

（
立
憲
民
主
党
・
香
川
１
区
）

※※
最最
重重
点点
候候
補補

【
愛
媛
県
協
推
薦
候
補
者
】

◎◎

石石
井井

智智
恵恵

比比
例例
当当
選選

（
国
民
民
主
党
・
愛
媛
１
区
）

飯
泉

嘉
門

次
点

（
無

所

属
・
徳
島
２
区
）

【
高
知
県
協
推
薦
候
補
者
】

武
内

則
男

次
点

（
立
憲
民
主
党
・
高
知
１
区
）

【
徳
島
県
協
推
薦
候
補
者
】

◎◎

高高
橋橋

永永

比比
例例
当当
選選

（
立
憲
民
主
党
・
徳
島
１
区
）

【
愛
媛
県
協
推
薦
候
補
者
】

越
智

清
純

次
点

（
立
憲
民
主
党
・
愛
媛
３
区
）

◎◎

白白
石石

洋洋
一一

当当
選選

（
立
憲
民
主
党
・
愛
媛
２
区)

※※
重重
点点
候候
補補

第
４
回
本
部
執
行
委
員
会
開
催

Ｚｏｏｍによる
ＷＥＢ形式での開催

<<

第
50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙>>

組
織
の
総
力
を
結
集
し
５
名
を
国
政
へ

ＪＪ
ＲＲ
連連
合合
「「
第第
1188
回回
女女
性性
役役
員員
意意
見見
交交
換換
会会
」」

連連
合合
「「
２２
００
２２
４４
連連
合合
ジジ
ェェ
ンン
ダダ
ーー

平平
等等
推推
進進
中中
央央
集集
会会
」」

【
お
知
ら
せ
】

「
家
庭
用
常
備
薬
の
斡
旋
」

に
つ
い
て
は
、
取
り
扱
い

業
者
か
ら
の
申
出
に
よ
り

当
面
取
り
扱
い
を
中
止
し

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。


